
振込証明書類に関する注意事項

①「振込結果」「支払明細」など、支払が完了したことがわかる表記がある。
② 振込証明書類の作成日が、振込日の翌日以降の日付である。

支払が「完了」していますか？

NG例

NG例
実際の振込日よりも前に作成
している。

×作成日が振込日以前
○作成日が振込日の翌日以降

NG例
支払が完了したことが
確認できない。

×振込予約、依頼完了など
○振込結果、支払明細など

振込証明書類が、以下の①・②の条件を満たしているか確認してください。

×

×

振込金額と契約書、及び請求書に記載された金額は一致していますか？(1)

①②を満たさない場合、以下を確認してください。

NG例
• 本事業に関係のない他事業経
費とまとめて振込を行ってい
るが、内訳が確認できる資料
がない。

• 設備設置に係る工事費等とま
とめて振込を行っているが、
内訳を確認できる資料がない。

本事業費以外の費用が確認で
きる請求書等を添付してくだ
さい。

NG例

受取人名
振込金額
（円）

▲▲工業(株) 3,000,000

振込証明書

事業費
請求金額
（円）

補助対象経費 1,000,000

補助対象外経費 500,000

消費税 150,000

計 1,650,000

請求書

×

振込証明書類に示された振込金額と、契約書、及び請求書に記載された金額が一致している
か確認してください。

両者が不一致である理由が本事業以外の費用もまとめて振り込んだためである場合は、両金
額の差額の根拠(内訳)が確認できる請求書等を添付してください。

2022年12月20日

2022年12月23日

2022年12月20日 2022

2022

本事業以外の費用もまとめて
振り込んだことによる差額

1,350,000円

１

２



振込証明書類に関する注意事項

NG例

NG例
記載された2種類の手数料
間の金額が異なり、

かつ

そのうちの振込にかかった
手数料と、振込金額を足し
ても、本来支払うべき金額
(契約書、及び請求書に記載
された金額)に足りない場合

至急、SIIに連絡してくだ
さい。

振込証明書類に示された振込金額と、契約書、及び請求書に記載された金額が一致しているか
確認してください。

両者が不一致である理由が手数料の支払いによるものである場合は、以下を確認してください。

×

＜手数料の記載が1種類＞

[手数料]＋[振込金額]＝[契約書、及び請求書に記載された金額]である場合は、振込
証明書類をそのまま提出してください。

＜手数料の記載が2種類＞

① 手数料が2種類記載されていても、2種類の手数料が同額である場合、振込証明書
類をそのまま提出してください。

② 記載されている2種類の手数料間の金額が異なっているが、その[振込にかかった
手数料]＋[振込金額]＝[契約書、及び請求書に記載された金額]である場合は、振
込証明書類と金融機関発行の証憑書類(※)を提出してください。
※ 金融機関発行の「振込手数料の金額を証明する証憑」、又はSII指定フォーマットの
「振込証明願」(金融機関の押印があるもの)。

※上記のいずれにも該当せず、[振込にかかった手数料]＋[振込金額]が[契約書、及び
請求書に記載された金額]と一致しない場合は、至急、SIIに連絡してください。

手数料差額
220円

＋

2022年12月23日

2022年12月22日

2022年12月21日 2022

2022

振込金額と契約書、及び請求書に記載された金額は一致していますか？(2)3


